
令和３年度 第２回本郷新記念札幌彫刻美術館運営協議会 

議 事 録 

 

 

日  時：令和３年 10 月 15 日（金） 午後２時〜３時 30 分 

 

会  場：本郷新記念札幌彫刻美術館 本館研修室 

 

出席委員：児玉聡夫（宮の森明和会会長）、髙橋大作（札幌彫刻美術館友の会副

会長）、國松明日香（彫刻家）、渋谷一典（札幌市立三角山小学校校

長）、加藤香子（札幌市立大倉山小学校ＰＴＡ）、吉崎元章（本郷新記

念札幌彫刻美術館館長）以上６名 

欠席委員：木戸拓史（札幌市市民文化局文化部文化振興課長） 

所 管 課：菅原真二（札幌市市民文化局文化部文化振興課振興係長、委員代理と

しても出席）、藤田美帆（同文化振興課振興係事務職員） 

事 務 局：岩崎直人（本郷新記念札幌彫刻美術館業務係長）、山下秀幸（同業務

係事務職員）、平井菊花（同業務係事務職員） 

 

 

次  第：１ 開会 

     ２ 議事 

 （１）新型コロナウイルス感染症の影響と対応 



 （２）令和 3 年度事業 経過報告（上半期） 

 （３）その他 

     ３ 閉会 

 

 

当日配付資料： 

 ・令和３年度 第２回 本郷新記念札幌彫刻美術館運営協議会 次第 

 ・令和３年度 本郷新記念札幌彫刻美術館運営協議会 委員名簿 

 ・令和３年度 第２回 本郷新記念札幌彫刻美術館運営協議会 座席表 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響と対応 

 ・令和３年度 本郷新記念札幌彫刻美術館 事業報告（上半期） 

・令和３年度開催事業チラシ５種 

（「彫刻の設計図」展、「宮の森」展、「夏休み子ども造形教室」、「高橋喜代史展」、「サンクスデー」） 

 

 

議事内容： 

（１） 新型コロナウイルス感染症の影響と対応 

事務局より配付資料に基づき、新型コロナウイルス感染症の影響と対策について

説明した。 

 

（２）令和３年度事業 経過報告 

事務局より配付資料に基づき、令和 3 年度事業について、経過報告を行った。 



 

 

（３）意見交換 

國松委員：今年度の新型コロナウイルス感染症の影響の大きさがよくわかりまし

た。昨年度は「施設無料化月間」によってむしろ前年度を上回る入館者を数えた

わけですけど、このことから気づくことがあります。それは、原則無料設定のド

ネーション（寄付）システムを構築できるのではないか、ということです。元々

観覧料設定も500〜600円程度のようですので、その方が多くの収入を得られる

のではないでしょうか。 

髙橋委員：子ども向けの講習会事業はとてもよいことです。子どもの頃から美術

館に慣れ親しみ、そこから興味関心を覚えたことが、後の自己を形成する、それ

が美術とは異なる例えば科学者などの方であっても、きっかけを作ってあげられ

ることはとてもよいことです。 

加藤委員：このような地域に根ざした美術館があることはとても幸せなことだな

と思います。これからも近隣の住民の方が、気軽に集ってコミュニティの文化拠

点になるような存在に美術館がなってくれたらよいと思います。 

児玉委員：地域に暮らしながら美術館に足を運ぶ機会が少ないのですが、町内で

の広報を活発にするとか、地域を対象とした鑑賞ツアーなどを組んでもらえると

よいのではないでしょうか。また小学生よりもさらに低年齢層に向けた講習会事

業や展覧会もやってもらえないでしょうか。 

渋谷委員：総合的な学習の時間やハロー！ミュージアムなどで活用させてもらう

など、校区に美術館があることは大変喜ばしいことです。また、今年度から学校



では一人一台のタブレットが配付されています。学んだことを発信するという環

境が整ったことを意味するのですが、このなかに彫刻美術館も加わってもらえる

とよいなと考えています。 

菅原氏：文化部として臨時休館等をお願いすることとなり、そのなかにあってこ

のように活動されていることに感謝いたします。また、ハロー！ミュージアムの

ように本物の芸術に触れられる貴重な機会を創出する活動をこれからも続けて欲

しいと思います。 

髙橋委員：さきほどドネーションの話がありましたが、回数券の発行も良策では

ないでしょうか。 

加藤委員：次回のサンクスデーで販売予定の「ザブーン」クッキーはいいです

ね。期間限定的に特設ショップはどうでしょうか。さらにボランティアなど地域

住民の手も借りられるとよいと思います。 

國松委員：特に子どもたちが、この前庭に自由に入れるようになるとよいのでは

ないでしょうか。冬は雪像彫刻展をやっていますが、それと相まって子どもたち

による可愛らしい雪だるまが並んでいると素敵だなと思いました。また、宮の森

緑地（通称小なまこ山）に、例えば、歴代の本郷新賞の作家たちの彫刻作品が設

置され、バス停からこの美術館に至るまでの「彫刻の道」というのも作れるとい

いですね。 

 

 

（４）その他 

①修繕報告 



②４０万人達成の見込み 

③施設無料化月間を予定 

④次回協議会は令和４年２月４日（金）午前 10 時〜11 時を予定。 


